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平
成
十
七
年
度
の
冬
山
合
宿
が
左
記
の
よ
う
に
計
画
さ
れ
、

実
行
さ
れ
ま
し
た
。

大
間
々
山
岳
会
　
八
ヶ
岳
西
面
　
（
リ
ー
ダ
ー
‥
福
田
純
一
）
。

太
田
山
岳
会
　
甲
斐
駒
ヶ
岳
　
（
リ
ー
ダ
ー
‥
長
山
栄
二
）
、

洞
沢
岳
か
ら
奥
穂
高
岳
　
（
リ
ー
ダ
ー
‥
原
口
慎
太
郎
）
、

甲
斐
駒
ヶ
岳
　
黄
蓮
含
有
俣
　
（
リ
ー
ダ
ー
‥
村
田
喜
昭
）
。

桐
生
山
岳
会

墳
町
山
の
会

沼
田
山
岳
会

前
橋
山
岳
会

西
穂
高
岳
（
リ
ー
ダ
ー
‥
吉
田
秀
樹
）
。

槍
ヶ
岳
　
（
リ
ー
ダ
ー
‥
小
暮
文
彦
）
。

谷
川
岳
　
（
リ
ー
ダ
ー
‥
桜
沢
斉
）
。

槍
ヶ
岳
　
（
リ
ー
ダ
ー
‥
角
田
守
）
、

西
穂
高
岳
　
（
リ
ー
ダ
ー
‥
田
中
弘
）
。

松
井
田
山
岳
会
　
八
ヶ
岳
　
（
リ
ー
ダ
ー
‥
由
田
幾
夫
）
。

今
冬
の
合
宿
は
十
二
月
初
め
か
ら
の
大
雪
で
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
正
月
前
後
は
概
ね
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
の
で
期
待
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
直
前
の
メ
ン
バ
ー
の
離
脱
、
体
調
不
良
等

で
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
た
合
宿
が
三
つ
あ
っ
た
り
で
、
右
記
計

画
中
で
計
画
通
り
実
行
さ
れ
た
の
は
大
間
々
山
岳
会
の
八
ヶ
岳
、

太
田
山
岳
会
の
甲
斐
駒
ヶ
岳
、
前
橋
山
岳
会
の
槍
ヶ
岳
、
松
井

田
山
岳
会
の
八
ヶ
岳
の
み
で
し
た
。

こ
こ
最
近
の
冬
山
合
宿
の
傾
向
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
の
高
齢

化
、
厳
し
い
社
会
情
勢
の
た
め
に
予
備
日
の
不
足
等
、
な
か
な

か
将
来
に
つ
な
が
る
き
ち
ん
と
し
た
計
画
が
遂
行
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

将
来
の
辞
馬
岳
連
を
背
負
っ
て
く
れ
る
若
い
優
秀
な
岳
人
が

育
つ
よ
う
な
計
画
を
是
非
来
年
度
は
期
待
し
ま
す
。
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まんぐ畠山

第
十
六
回
山
田
昇
記
念
杯
登
山
競
争

大
会
は
、
平
成
十
七
年
九
月
二
十
五
日

（
日
）
、
台
風
十
七
号
の
影
響
す
る
小
雨

の
降
る
中
を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
山
田
昇

記
念
杯
の
部
六
十
八
人
、
三
枝
照
雄
賞

の
部
五
十
人
、
一
般
参
加
の
部
十
七
人

の
合
計
百
三
十
五
人
が
参
加
し
た
。

今
大
会
か
ら
、
山
田
昇
記
念
杯
の
部

に
男
子
三
十
五
歳
以
下
、
男
子
三
十
六

歳
以
上
五
十
五
歳
以
下
、
男
子
六
十
五

歳
以
上
と
女
子
の
四
部
門
と
、
三
枝
照

雄
賞
の
部
も
男
女
の
二
部
門
が
設
け
ら

れ
た
。
山
田
杯
及
び
三
枝
賞
の
楯
は
、

従
来
ど
お
り
男
女
総
合
第
一
位
に
授
与

す
る
こ
と
と
し
た
。

松
本
大
選
手
は
、
二
時
間
二
分
二
十

一
秒
の
歴
代
二
位
の
タ
イ
ム
で
、
男
女

総
合
優
勝
及
び
二
連
覇
を
達
成
す
る
と

と
も
に
自
己
新
記
録
を
樹
立
し
た
。
男

子
三
十
六
歳
以
上
五
十
五
歳
以
下
は
粕

川
嘉
久
治
選
手
、
男
子
五
十
六
歳
以
上

は
山
田
豊
選
手
、
女
子
の
部
門
は
船
橋

緑
選
手
が
初
代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
っ

た。

三
枝
照
雄
賞
の
部
（
満
十
九
歳
未
満
）

で
は
、
酵
馬
県
立
沼
田
高
校
の
田
口
修

一
選
手
が
三
時
間
四
分
五
十
九
秒
で
男

女
総
合
優
勝
、
女
子
の
部
門
は
轄
馬
県

立
沼
田
女
子
高
校
の
西
山
亜
理
沙
選
手

で
あ
っ
た
。

松
本
選
手
は
、
ス
タ
ー
ト
直
後
に
ダ

ッ
シ
ュ
、
そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
し
て
二
位

に
九
分
の
差
を
つ
け
て
断
ト
ツ
の
優
勝

を
飾
っ
た
。
「
路
面
が
最
悪
で
何
回
か

転
倒
し
て
し
ま
い
、
途
中
で
鏑
木
毅
選

手
の
大
会
記
録
（
二
時
間
一
分
十
二
秒
）

は
難
し
い
と
思
っ
た
」
　
と
悔
し
が
り
な

が
ら
も
自
己
ベ
ス
ト
を
マ
ー
ク
し
、
満

足
で
き
る
結
果
と
採
点
し
て
い
た
。

三
枝
照
雄
賞
男
女
総
合
優
勝
を
果
た

し
た
鞋
馬
県
立
沼
田
高
校
の
田
口
修
一

選
手
は
、
コ
ー
ス
四
キ
ロ
付
近
の
前
武

尊
山
頂
上
付
近
で
ト
ッ
プ
に
立
ち
、
そ

れ
以
降
は
独
走
態
勢
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
し

た
。
「
先
頭
に
立
っ
て
か
ら
は
気
が
楽

に
な
っ
た
。
後
半
は
抜
か
れ
な
い
よ
う

に
と
、
前
し
か
見
ず
に
走
り
抜
い
た
」

と
振
り
返
り
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
が

実
を
結
ん
だ
こ
と
を
強
調
し
た
。

男
子
五
十
六
歳
以
上
の
部
門
で
優
勝

し
た
山
田
豊
選
手
は
、
第
三
回
か
ら
第

七
回
ま
で
五
連
覇
を
達
成
し
て
い
る
が
、

「
全
盛
期
よ
り
記
録
が
落
ち
た
証
拠
」
と

話
な
が
ら
も
、
新
設
さ
れ
た
部
門
第
一

位
に
な
れ
た
こ
と
で
喜
ん
で
い
た
。
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・蘭　121．－－11・ �� ��� � 

∵　　一ii ��� ��� �、・、・ii、鵬 ��・翳‘ ��� � 

∴．十・二三∴「∵「　　∴ �����∴窮．」∴ 　　　　　　　　　1．＼‘′＼ �� � � ��� � � 

・置与．‘ � � � � �‘‘〝弾擬 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 1′看 � �ロ �「∴ 

◆男子35歳以下の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆男子36－55歳の部

緩松本　大 ��弾馬大学 �20　02’21〝 

横山　忠男 �吉野工業所 �2。11’49’’ 

望月　将悟 ��静岡消防 �2。14’57〝 

林　　幸男 ��太工山岳部OB �2017’04’’ 

吉田　浩久 ��マロニエ医療福祉専門学校 �2。20’11’’ 

松井　英樹 ���静岡県山岳連盟 �20　35’07〝 

前橋市 �20　41’41〝 

松本　　浩 ��墳町山の会 �2。42’30’’ 

吉田　尚紀 �墳町山の会 �20　45′　02〝 

綴 �＿＿」し＿置 売 ��アキレス �20　50’29〝 

懸 �綴沼野健補 ��片品山岳ガイド協会 �30　00’47〝 

懸 � ��離馬ミヤマ山岳会 �30　01’08’’ 

」 � ��東京電機大学 �3013’08’’ 

饗 � ��神奈川県座間市 �3018’10’’ 

山岸　荒太 ���BMCC山岳会 �3。22’47’’ 

鬱 �亨 �吉田　政弘 �セシボンZ �30　30’47’′ 

大泉高校 �30　53′　22〝 

日用　義哲 ���東京都江戸川区 �3。57’58’’ 

神奈川県鎌倉市 �4。02’23’′ 

”　営　　　▼ ���伊勢崎市 �4。04′　00〝 

臆　　“ ���吾妻森林組合 �4010’29’’ 

－ ���高崎工業高校 �40　23′　37’’ 

／

相川嘉久治 �桐生市 �20　43’19’’ 

斎藤　光広 �越生七福神TC �20　45’36〝 

小山　勝稔 �翌桧山岳会 �20　56’31〝 

丸山　哲史 �館林市 �3。01’30’′ 

小平　　博 �チーム・まいんど・トライアスロン �30　02’31〝 

川崎　政審 �越生七福神TC �3010’20〝 

費 ��髪廣瀬　昭憲 ��高崎工業高校 �3。13’52’’ 

∴∴ 奉安 ��髪須藤貞夫 ��藤岡市 �3013’53〝 

∴　一 ��多≡ ��邑楽郡千代田町 �3。16’14〝 

亘 ��翳細谷　肇 ��群馬県庁 �3016’53’’ 

綴　阿部　源 ��桐生市 �3017’04〝 

言 �� ��吾妻郡嬬恋村 �3018’47’’ 

田村　将夫 �越生七福神TC �30　28’19’’ 

長谷川喜久男 �高崎工業高校 �30　28’37’’ 

綴 �大堀　　努 �神奈川県小田原市 �30　30’42’’ 

懸　岩川　　修 ��大空ヒマラヤ会 �30　38’34’’ 

吾妻高校 �3。46’02〝 

鹿山　知之 �太田山岳会 �30　57’34〝 

饗　坂上　　昭 ��熊谷山旅会 �4。02’03’’ 

饗　高橋　俊一 ��前橋警察署 �4。21’43’’ 

進 ����大間々山岳会 �40　31’27〝 

撥野村三男 ��栃木県宇都宮市 �40　45’20〝 

穿 ����S・S・T �4。54’44’’ 
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◆男子56歳以上の部

山田　　豊 �沼田山岳会 �20　53′18〝 

中澤　安信 �伊勢崎山岳会 �30　30’39〝 

武井　幸一 �太田山岳会 �30　35’33〝 

斎藤　長作 �松井田山岳会 �30　37’22’’ 

井上　土史 �高崎市 �40　03’42〝 

山下　富也 �桐生走ろう会 �4。19’15’’ 

尾崎　兼行 �大胡町ランナー �4。28’00’’ 

◆女子の部

船橋　　緑 �埼玉県さいたま市 �30　01’10〝 

◆男子の部

池田　陽子 ��栃木県鹿沼市 �30　07’08〝 

岩手県盛岡市 �3013’11〝 

坂井　陽子 ��遊クラブ �30　32’49’’ 

大間々山岳会 �30　38’22〝 

法領田　恵 ��高崎中居小 �30　57’29〝 

館山　美和 ��利根郡片品村 �4017’31’′ 

利根郡片品村 �40　32’27’′ 

弾馬郡辞馬町 �40　48’51〝 

中村　マリ ��騨馬郡辞馬町 �40　48’57〝 

三枝照雄賞の部

田口　修一 �沼田高校 �30　04’59’’ 

剣持　好司 �渋川高校 �3。14’40’’ 

長谷川慎吾 �沼田高校 �3。38’18’’ 

阿部　軍司 �沼田高校 �30　40’30〝 

金古　岳史 �沼田高校 �30　42’23’’ 

南本　憲孝 �高崎工業高校 �30　50’39〝 

田村　直也 �沼田高校 �30　59’13〝 

岡村　明典 �新島学園高校 �40　08’06’’ 

長谷　佳幸 �館林高校 �40　09’46〝 

渋川高校 �4012′　37〝 

林　　正平 �沼田高校 �4。15’51’’ 

－ �館林高校 �4017’39’’ 

成 �沼田高校 �4018’18’’ 

∴一∴　　　　　．∴蕊蕊 ���蒙蔓 �高　∵ �二で一・ 1〇二・ �〝‾二i誓欝二間 

；：翳 �� �愛染 ＿．一・多妻 ・‾‘饗蓋登窒蒙i‾i 　∴∴ 田園音義髪逐‾ ������　譲 ：∴ ・議案書囲閣圏醗蚤‾‾－濠十二一 ．r∴．∴ 　∴∵∴∴∴「点種 　　　髪乏；－ ����� � 

臣∵享． ��‾霊園≒姦露 �������∴∴誓∴． ����� �莞国華i 

責務－ �������髪髪鬱 髪髪髪 無：∴∴∴∴ �� �∴：∴∴千〇〇‾∴∴ �‾‾i‾二三三髪三二三四 霧「菓88閣閣懸‾ 　　　峯ノ 
”髪覆　　　　　　姿牽三 菱乏i 　∴∴鯨∴　や∴∴十∴　　　∴「：：∵∴ 

「証言 � �・，．ジ” 　董・麦 � � �∴ こ、・＿・ �孝一‾‾ ��整髪 坪‘ � �馨を‡－ 　　∵ ∴Hm高：∵ �∵ �乏三彩′　－ � �老君 

∴∴　　∴∴．∴∵ 　　牽 ��一回葛的臆憾畿 � � 

窒≡ ���� ��� � � 

∴∴ ���髪∴二三三二 ∵ �� �　表 ー‾姦髪憩闇＿ 

生津　智巳 �沼田高校 �4。23’25’’ 

白石　裕也 �高崎工業高校 �4。23’36’’ 

緑　池口　耕平 �沼田高校 �40　28’26’’ 

原澤　翔太 �渋川高校 �40　28′　30〝 

茂木　康行 �館林高校 �40　35’21〝 

堀井　和音 �館林高校 �40　51’37’’ 

薮田　貴之 �太田工業高校 �40　53’51’’ 

森田　一輝 �渋川高校 �40　54’00〝 

青木　大輔 �渋川高校 �40　54’08〝 

◆女子の部

西山亜理沙 �沼田女子高校 �3016’16〝 

帆刈　静香 �沼田女子高校 �3。21’34’’ 

（表中の　〇　日’は、時間・分・秒を表す）

一言　　∴∴∴ ��� �∴∴ �翳誓誓 �� �一一一一饗頴髪髪　‾‾萎 　∴∴㌦ �� � �� � �� � � � � � 

∴ ����十mmきヽ ���さぞ乏媛証牽享二一　・1－－一一一一参－ 

離隷書十二： �‾　－∴∴iiii一∴ �� �∴∴∴ � ��∴ � �� �� 
用綾瀬iiiii � �� �一二若く‾シ � �� � �� ���� ���� � 

二1． �憲一iii一 ����� ��� �� � � ��� ���� 

：ノ � � � 

i言∴二 ∴∴∴事－ 発案暇謙一－ t∴ �・‘一字 ∴ �i　髪一驚 　　÷1－二審 �∴∴ －： ∴∴ ∴： ∴∴ �‘＼妥‘ 黍 浸っ た嘉一澄 ∵∴∴ 髪運音音援鬱駆髪 �∴． ー1－毒i喜喜喜匿 �� �・翳一 ・‘築† 繁 務裟饗髪・饗 �∴∴ � �1、、！憂 蒙髪 ∴∴ 〇 、㌧∴ �秦髪ぎ・‾“ �∴㍉∴「∴∴黒滝 �� �翳 � � �手記 �一考－ 

∴ 髪一・一翳黎一一 1‘・．髭 ���∴∴ 　表蒙一一一三 繋－一成三 �� �雲豪家・・〇一一÷：二i二三 ／芝 繋一 ∴∴一誓言 亮‾蒙を髪 ∴∴∴ 霧一 ∴∵∴∴ �∴；一丁「 �誓二 ������� � � � 

高一　「∴言一∴ �．．．翳二・‾ ��一一　第 � �十 一‾＿－I‾ く � �∵∴∴；∵ � � �三二二‘季髪髪 �� � � ���� � � � 

ーI l �� � ����� ��∴∴i∴ ����‾‘萎髪 

」 � 
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鬱鬱整髪翳 鬱翳 幾．．髪翳 ������∴ 

∴∴一∴ ∴「 ���茅茎＿ ∵∴ �シイ妾宅 ∴∴ 懇翳 緩 緩態 �� 

iii冒目星 �� �萎萎髪 髪憂 鬱鬱翳 ��愛三　　　　1 �一∴∴∴ ∴∴∴∴一∴∴ ’∴∴∴i、 ∴∴∵ ∴∴∴∴ i∴∴∴∴ヽ 瀦一※※縫怒鷲熊撥綴 ∴∴言∴書 籍一 ∴－∴∴ヽ ∴∴千 、、 ∴「藍．言子 �∴∴＝一 ∴∴∴ 緩緩撥緩緩懸 ∴∴ l〃∴－ ∴∴∴十十 ∴∴∴∴ �懸 ∴∵ 小言 ∴ ÷∴∴ ∵∴∴ ∴∵∴ ∴、i �綴 ∴∴ 「 ∴：小 繋肇 ∴∴∴ 一髪愛 �緩ンま 、◆1 表象 髪饗 鱒 

1－1．ニー‾鬱 �11－－ ��二十　∵∴∴∵∴㌧ �∴∴潔か∴ 
∴∴ 立言 �1－闇‘1－一髪饗 ���霧翳繁務 

翳 �蒙鬱 ∴∴ 薫髪 、綴 �∴ ；∴ 

∴ ∵∴ � � �少総蜜 �� �∴：∵㌦ ∴∴ �：∴ ∴∴ 費 ー　　　◆ ��rr一∴∴ 　　　発　議 

纏 �監 

高一∵ 

開聞 �∴霧酷ふふふ∴∴一＿」髪 

潰“．．一 � ��� � � � � � 

類題溺躍醸懸 ．繁務・二一三 �「∴一 ∴∴t �� � � � � 

饗萎‾二 憂鬱　髪翳 �翳享子聞／諒闇 ��� � �� 

．∴ 

髭 

÷ 

∴十．∴∴．営 　　　■裳 

言語 �� � � �� 
≡／一二享1－1－ ���園子∴ � � � � 

∴† ∴I � �� �宇目 � �� 

∴「 ：∴i 二＿｝ 

一・一　一　・　一i � � � �� �� � �撥擬態撥離籍諒ii1－－－－i 

綴緩さ圏 

一翳一髪 髪怒髪i‘‥ 　∴ 一二一髪二二．髪詞書臆擾 　髪多子ニー �����∴∴ � �二 �護．一三‾三一三 �・三三‾鸞‾ 

まんぐ畠山

○
会
場
　
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト

（
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
）

○
開
催
日
　
平
成
1
7
年
1
0
月
2
日
（
日
）

○
競
技
種
目

予
選
　
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

（
ト
ラ
バ
ー
ス
課
題
）

決
勝
　
リ
ー
ド

（
キ
ッ
ズ
は
ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
）

○
参
加
者
数
　
キ
ッ
ズ
　
　
　
　
1
1
名

ミ
ド
ル
　
　
　
　
2
6
名

エ
キ
ス
パ
ー
ト
　
9
名

○
競
技
会
概
要

今
大
会
で
は
、
ポ
ル
ダ
ー
、
リ
ー
ド

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
二
種
目
を
取
り
入
れ

て
み
た
。

開
会
式
後
、
ク
ラ
ス
別
に
順
次
オ
ブ

ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
競
技
を
行
う
。
続
け
て
、
決
勝
の
オ

ブ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。
予
選
の
成
績
で
決

勝
の
競
技
順
を
決
め
、
競
技
を
行
う
。

予
選
、
決
勝
の
得
点
の
合
計
で
順
位
を

決
定
す
る
。

各
ク
ラ
ス
の
競
技
終
了
後
、
表
彰
式
、

閉
会
式
を
行
う
。

○
競
技
成
績

キ
ッ
ズ
一
位
　
尾
上
　
彩
　
（
川
口
市
）

二
位
　
堤
　
孔
盟
　
（
昭
和
村
）

三
位
　
塚
田
運
河
　
（
茨
城
県
）

ミ
ド
ル
一
位
　
落
合
伸
明
　
（
神
奈
川
）

二
位
　
松
本
　
充
　
（
栃
木
県
）

三
位
　
菅
谷
友
和
　
（
茨
城
県
）

エ
キ
ス
パ
ー
ト

一
位
　
堀
込
　
悟
　
（
伊
香
保
町
）

二
位
　
酒
井
正
信
　
（
伊
勢
崎
市
）

三
位
　
富
澤
太
郎
　
（
墳
町
）

○
反
省
。
今
後
の
課
題

今
回
、
初
め
て
の
試
み
、
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
競
技
に
関
し
て
は
、
参
加
選
手
か

ら
は
何
の
ク
レ
ー
ム
も
な
か
っ
た
。
普

段
の
練
習
か
ら
ポ
ル
ダ
ー
を
と
り
入
れ

て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

運
営
ス
タ
ッ
フ
、
特
に
審
判
は
事
前

に
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競
技
規
則
の
講
習
を

受
け
た
り
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し

た
り
と
何
度
も
集
ま
っ
て
も
ら
っ
た
。

次
回
、
で
き
れ
ば
土
・
目
の
二
日
間

を
使
っ
て
競
技
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

場
所
の
こ
と
、
人
材
不
足
、
運
営
資
金

等
を
考
え
る
と
、
ポ
ル
ダ
ー
か
リ
ー
ド

の
ど
ち
ら
か
に
絞
っ
て
競
技
を
行
い
た

い
と
も
思
う
。
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県
内
各
地
か
ら
登
山
愛
好
者
を
集
め
、

郷
土
の
里
山
を
訪
ね
て
親
睦
を
深
め
る

県
民
登
山
大
会
が
、
今
年
も
辞
馬
県
民

の
日
の
記
念
事
業
　
（
第
2
1
回
）
　
の
一
環

と
し
て
、
十
一
月
六
日
　
（
日
）
　
に
開
催

さ
れ
た
。
会
場
は
、
埼
玉
・
轄
馬
の
県

境
に
位
置
す
る
西
上
州
多
野
郡
上
野
村

の
、
諏
訪
山
　
（
一
五
四
九
m
）
・
倉
門

山
　
（
一
五
七
二
m
）
・
笠
丸
山
　
（
二

八
九
m
）
　
三
山
で
あ
る
。
ア
プ
ロ
ー
チ

が
長
く
訪
ね
る
人
も
ま
れ
な
神
流
用
の

源
流
、
ひ
っ
そ
り
と
し
た
閑
寂
の
地
が

選
ば
れ
た
。
し
か
も
大
会
当
日
は
全
天

が
雲
に
お
お
わ
れ
、
小
雨
に
周
囲
の
景

観
が
包
み
込
ま
れ
る
登
山
道
は
、
ま
さ

に
深
山
幽
谷
の
お
も
む
き
が
あ
っ
た
。

本
大
会
は
、
辞
馬
岳
連
が
主
管
。
佐

藤
光
由
岳
連
理
事
長
が
大
会
委
員
長
を

つ
と
め
、
総
務
・
式
典
・
通
信
医
療
救

護
・
接
伴
各
部
の
本
部
役
員
と
、
A
・

B
・
C
三
コ
ー
ス
の
行
動
役
員
を
合
わ

せ
て
四
十
五
名
の
役
員
が
準
備
と
運
営

に
当
た
り
、
一
般
参
加
者
八
十
三
名
を

集
め
、
総
勢
一
二
八
名
の
つ
ど
う
大
会

と
な
っ
た
。

開
会
式
は
ヴ
ィ
ラ
せ
せ
ら
ぎ
　
（
上
野

村
大
字
勝
山
）
　
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
朝
七

時
三
〇
分
か
ら
開
催
。
角
田
二
三
男
岳

連
副
会
長
が
開
会
の
挨
拶
、
地
元
上
野

村
か
ら
松
本
宇
隆
村
長
が
歓
迎
の
挨
拶
、

佐
藤
光
由
大
会
委
員
長
が
参
加
者
へ
の

お
礼
を
述
べ
た
上
で
安
全
登
山
へ
の
協

力
を
要
請
、
大
会
開
催
に
尽
力
頂
い
た

上
野
村
・
同
教
委
・
同
体
協
に
岳
連
か

ら
感
謝
状
を
贈
っ
た
後
、
三
コ
ー
ス
の

C
L
・
S
L
を
紹
介
し
て
か
ら
開
会
式

を
終
了
、
隊
編
成
へ
と
進
め
ら
れ
た
。

充
分
な
準
備
と
責
任
あ
る
リ
ー
ダ
ー

が
案
内
す
る
大
会
で
な
け
れ
ば
な
か
な

か
訪
ね
る
こ
と
の
な
い
山
域
に
、
多
く

の
人
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
大
会
の
意

義
は
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
雨
に
ぬ

れ
た
冷
た
い
体
に
振
舞
わ
れ
た
熱
い
汁

物
は
、
心
の
芯
ま
で
充
分
温
め
て
く
れ

た。◆
コ
ー
ス

A
コ
ー
ス
《
諏
訪
山
》
上
級
者
向
き
〃

約
六
時
間

ヴ
ィ
ラ
せ
せ
ら
ぎ
＝
（
バ
ス
）
＝
浜

平
↓
湯
ノ
沢
ノ
頭
－
三
笠
山
↓
諏
訪
山

上
二
笠
山
－
湯
ノ
沢
ノ
頭
－
浜
平
＝
（
バ

ス
）
＝
ヴ
ィ
ラ
せ
せ
ら
ぎ

B
コ
ー
ス
《
倉
門
山
》
中
級
者
向
き
。

約
五
時
間

ヴ
ィ
ラ
せ
せ
ら
ぎ
＝
（
バ
ス
）
＝
天

丸
橋
－
倉
門
山
－
馬
連
の
コ
ル
↓
社
壇

乗
越
－
天
丸
山
登
山
ロ
ー
天
丸
橋
＝
（
バ

ス
）
＝
ヴ
ィ
ラ
せ
せ
ら
ぎ

C
コ
ー
ス
《
笠
丸
山
》
初
級
者
向
き
。

約
三
時
間
三
十
分

ヴ
ィ
ラ
せ
せ
ら
ぎ
＝
（
バ
ス
）
＝
住
居

附
高
橋
登
山
口
↓
地
蔵
峠
－
馬
連
の
コ

ル
↓
楢
沢
山
－
地
蔵
峠
－
笠
丸
山
－
笠

丸
山
南
峰
－
住
居
附
＝
（
バ
ス
）
＝
ヴ
ィ

ラ
せ
せ
ら
ぎ

◆
リ
！
ダ
ー

A
コ
ー
ス
　
C
L
　
小
和
田
美
由
紀

（
ミ
ヤ
マ
）
、
S
L
　
金
子
茂
敏
（
大
田
）
。

B
コ
ー
ス
　
C
L
　
叙
持
典
之
　
（
墳

町
）
、
S
L
　
飯
塚
敏
宏
　
（
ミ
ヤ
マ
）
。

C
コ
ー
ス
　
C
L
　
中
村
和
貞
　
（
ミ
ヤ

マ
）
、
S
L
　
吉
田
孝
　
（
大
田
）
。

2
0
0
5
年
日
月
6
日
、
上
野
村
で

行
わ
れ
た
県
民
登
山
に
、
A
コ
ー
ス
諏

訪
山
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

下
見
に
5
月
に
訪
れ
た
時
に
は
、
す
ぼ

ら
し
い
石
楠
花
と
、
ま
だ
自
然
動
物
が

残
さ
れ
て
お
り
、
鹿
な
ど
に
出
会
え
る

こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
役

員
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が

ら
、
約
8
0
名
の
方
を
引
率
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
曇
り
空
の
中
を
川
に
沿

っ
て
水
の
音
を
き
き
な
が
ら
、
紅
葉
を

眺
め
つ
つ
、
ま
ず
ま
ず
の
ス
タ
ー
ト
に
、

雨
が
降
り
出
す
時
間
が
少
し
で
も
遅
く

な
り
ま
す
よ
う
に
と
祈
り
な
が
ら
歩
き

出
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
コ
ー
ス
タ
イ

ム
が
長
い
コ
ー
ス
で
あ
り
、
早
く
も
3

時
間
ほ
ど
で
徐
々
に
小
雨
が
降
り
出
し

ま
し
た
。
下
山
の
こ
と
を
心
配
し
、
山

頂
ま
で
を
諦
め
る
決
断
は
、
百
名
山
な

ど
の
目
標
を
お
持
ち
の
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
の
に
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
申
し

訳
な
い
と
思
い
な
が
ら
の
決
断
で
し
た
。

足
が
つ
る
と
の
参
加
者
が
あ
り
、
連
絡

を
取
る
に
も
2
台
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

し
か
な
く
、
連
絡
を
す
る
た
め
に
役
員

が
走
る
な
ど
の
ご
苦
労
を
お
か
け
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の

使
用
数
と
配
置
を
も
っ
と
計
算
し
活
用

す
る
べ
き
と
の
反
省
が
残
り
ま
し
た
。

大
名
行
列
の
よ
う
に
、
多
数
で
自
然
の

中
に
参
入
す
る
こ
と
は
、
ま
だ
自
然
動

物
の
多
く
存
在
す
る
大
切
な
領
域
を
荒

ら
す
よ
う
で
、
心
苦
し
く
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
会
に
、
再
度
諏
訪
山
を

登
り
に
、
残
さ
れ
て
い
る
自
然
を
楽
し

み
に
来
て
頂
き
た
い
と
、
バ
ス
の
帰
り

道
に
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
め
て
の
リ
ー
ダ
ー
で
、
至
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
し
た
が
、
私
に
は
自
然
と

山
を
案
内
す
る
意
味
と
役
割
を
学
ぶ
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
役
員
の
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま

す。

去
年
行
わ
れ
た
県
民
ハ
イ
ク
の
コ
ー
ス

リ
ー
ダ
ー
を
担
当
さ
せ
て
も
ら
い
、
い

く
つ
か
の
反
省
点
が
あ
り
ま
す
。

○
参
加
者
に
　
「
今
年
の
申
し
込
み
先
は

ど
こ
で
し
た
っ
け
？
」
　
「
来
年
は
ど
こ

に
申
し
込
め
ば
良
い
の
で
す
か
？
」
　
こ

の
質
問
に
答
え
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
（
私
の
コ
ー
ス
の
役
員
は
殆
ど
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答
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
）

O
B
コ
ー
ス
の
下
見
を
し
て
い
る
役
員

が
私
一
人
し
か
い
な
か
っ
た
の
で
、
バ

ス
で
移
動
中
に
登
山
口
を
通
り
越
し
て

し
ま
い
、
県
境
の
看
板
が
出
て
く
る
ま

で
気
が
付
か
ず
に
登
山
の
出
発
時
間
を

遅
ら
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

○
け
が
人
や
不
調
者
、
ま
た
悪
天
時
な

ど
の
対
応
策
を
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ

と
。
（
下
山
さ
せ
る
ル
ー
ト
や
悪
天
時

に
中
止
を
判
断
す
る
通
過
点
な
ど
）

当
日
は
け
が
人
や
不
調
者
、
ま
た
天

気
の
大
き
な
崩
れ
も
な
く
登
山
を
終
了

さ
せ
る
事
が
出
来
ま
し
た
が
、
今
回
の

県
民
ハ
イ
ク
は
単
一
の
山
岳
会
担
当
で

は
な
く
岳
連
全
体
で
担
当
？
一
度
の
下

見
で
十
分
だ
と
決
め
付
け
て
い
た
事
な

ど
、
私
自
身
が
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う

自
覚
が
少
し
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
私
の
受
け
持
っ
た
コ
ー
ス
の
殆
ど

の
参
加
者
が
岳
連
関
係
者
で
、
少
し
寂

し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
様
な
形
の
開
催
が
増
え

て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
コ
ー
ス
の
設

定
や
ア
ピ
ー
ル
の
方
法
、
役
員
選
定
な

ど
積
極
的
に
関
わ
っ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

0
5
年
1
1
月
6
日
、
上
野
村
で
行
わ
れ

た
県
民
登
山
に
C
コ
ー
ス
の
リ
ー
ダ
ー

で
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
で
2
回
目
の

参
加
で
す
が
、
昨
年
の
赤
久
縄
山
で
紅

葉
に
包
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
歩
い
た
心

地
よ
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。
こ
の
時
期

に
紅
葉
を
楽
し
む
よ
う
な
山
登
り
を
あ

ま
り
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
昨
年
か

ら
山
の
新
た
な
楽
し
さ
を
知
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
普
段
の
登
山
が
ロ
ー
プ

を
使
っ
て
登
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

そ
の
よ
う
な
山
の
中
で
も
十
分
に
景
観

を
楽
し
め
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
ま

で
心
の
ゆ
と
り
が
無
か
っ
た
か
、
そ
れ

と
も
他
の
印
象
が
強
く
残
っ
て
い
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
県
民
登
山
で
は
ゆ

と
り
の
あ
る
歩
行
で
登
っ
て
行
き
ま
す

の
で
、
よ
り
い
っ
そ
う
景
色
を
眺
め
る

時
間
が
多
く
取
れ
る
こ
と
も
楽
し
み
の

一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者

ど
う
し
の
交
流
の
場
で
も
あ
る
の
で
、

他
の
人
と
の
話
も
楽
し
い
で
す
。
中
に

は
毎
週
の
よ
う
に
登
山
を
さ
れ
て
い
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
今
回
の
笠
丸
山

に
は
4
、
5
回
も
来
て
い
る
と
聞
く
と

頭
が
下
が
り
ま
す
。
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閣

まんぐ畠山

平
成
十
八
年
二
月
五
日
、
松
木
沢
黒

沢
に
て
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会

が
開
催
さ
れ
た
。
恒
例
と
も
な
っ
た
講

習
会
　
（
私
は
第
一
回
へ
の
参
加
を
契
機

に
鞘
馬
岳
連
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

毎
回
思
い
出
深
い
）
　
で
あ
る
が
今
回
は

「
叙
持
君
が
講
師
」
、
な
ら
ば
一
人
で
も

多
く
協
賛
し
な
く
ち
ゃ
ね
、
と
参
加
し

た
。
残
念
な
が
ら
鋤
持
講
師
不
在
と
な

り
彼
の
秘
技
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
十
六
名
の
参
加
者
　
（
内
二
人
は

都
岳
連
会
員
）
　
を
得
、
阿
部
指
導
委
員

長
が
メ
イ
ン
講
師
で
の
実
施
と
な
っ
た
。

始
ま
る
に
あ
た
り
阿
部
講
師
か
ら

『
岩
と
違
っ
て
自
分
の
ツ
ー
ル
で
ホ
ー
ル

ド
の
得
ら
れ
る
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

で
は
、
ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
で
は
登
れ
て
当

た
り
前
。
そ
れ
ゆ
え
リ
ー
ド
で
登
っ
て

こ
そ
が
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
醍
醐

味
だ
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
そ
れ
を
念

頭
に
お
い
て
参
加
し
て
ほ
し
い
』
　
と
、

改
め
て
心
に
刻
む
べ
き
言
葉
が
あ
っ
た
。

こ
れ
と
併
せ
て
、
今
回
は
参
加
者
の
殆

ど
が
各
会
の
中
堅
で
あ
っ
た
の
で
、
講

習
と
い
う
よ
り
相
互
研
鐘
・
研
修
の
様

相
で
進
め
ら
れ
、
パ
ー
ト
ナ
を
組
ん
で

ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
醍
醐
味
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
た
。
（
お
陰
で
例
年
ア

シ
ス
タ
ン
ト
役
の
私
も
合
計
6
ピ
ッ
チ

登れた。）
皆
、
持
参
の
ツ
ー
ル
も
専
門
性
の
高

い
も
の
ば
か
り
で
且
つ
各
自
は
そ
れ
ら

を
使
い
こ
な
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た

か
ら
、
例
年
の
よ
う
な
登
り
方
や
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
の
基
本
説
明
は
不
要
の
状
況
。

そ
の
中
で
都
岳
連
か
ら
来
ら
れ
た
大
前

氏
に
よ
る
　
「
対
角
線
バ
ラ
ン
ス
」
　
テ
ク

ニ
ッ
ク
は
勉
強
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
左

右
の
ア
イ
ゼ
ン
を
均
等
加
重
で
フ
ッ

ク
・
あ
る
い
は
三
点
支
持
の
状
況
に
す

る
の
で
は
な
く
、
ア
ッ
ク
ス
の
一
手
を

振
る
時
、
上
げ
る
手
（
例
え
ば
右
）
と
、

反
対
側
と
な
る
足
・
ブ
ー
ツ
先
〈
右
に

対
し
左
側
）
　
を
体
芯
か
ら
外
側
に
出
し

て
お
く
。
こ
う
す
る
と
左
側
足
重
量
が

右
肩
の
位
置
を
を
押
し
上
げ
る
ト
ル
ク

と
し
て
働
く
の
で
、
よ
り
高
い
位
置
に

右
の
一
手
を
打
ち
込
め
る
の
た
。
こ
の

と
き
ク
ラ
イ
マ
ー
を
支
持
し
て
い
る
右

足
ア
イ
ゼ
ン
の
フ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
左

手
ア
ッ
ク
ス
の
ピ
ッ
ク
位
置
は
ひ
と
つ

の
鉛
直
ラ
イ
ン
上
に
あ
る
こ
と
で
安
定

す
る
。
鉛
直
ラ
イ
ン
か
ら
ズ
レ
て
い
る

と
余
計
な
腕
力
を
要
す
る
。
更
に
足
先

を
大
き
く
水
平
に
出
せ
ば
　
「
フ
ラ
ツ
キ

ン
グ
」
　
で
あ
り
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

的
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
る
。

角
田
講
師
の
自
作
ス
ク
リ
ユ
ウ
シ
ー

ス
　
（
鞘
）
　
に
は
感
心
し
た
。
歯
を
傷
め

な
い
よ
う
一
本
ず
つ
入
れ
る
も
の
で
、

暖
め
で
薄
手
の
樹
脂
ホ
ー
ス
材
を
火
で

焙
っ
て
軟
い
う
ち
に
捻
っ
た
形
状
に
作

り
、
ス
ク
リ
ユ
ウ
外
径
が
僅
か
に
食
込

む
内
径
に
し
て
い
る
。
ス
ク
リ
ユ
ウ
購

入
時
に
付
属
の
ネ
ッ
ト
状
カ
バ
ー
に
比

べ
て
、
挿
入
容
易
で
且
つ
脱
落
し
に
く

い
よ
う
だ
。

特
殊
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
し
て
二
本
の
直

列
ス
ク
リ
ユ
ウ
で
薄
い
氷
に
対
し
て
信

頼
出
来
る
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
を
作
る
方

法
が
紹
介
さ
れ
た
（
図
を
参
照
）
。
こ
れ

は
ジ
ェ
フ
・
ロ
ウ
著
　
「
ア
イ
ス
・
ワ
ー

ル
ド
」
　
（
一
九
九
八
年
山
と
渓
谷
社
）
　
に

出
て
い
る
。
誤
解
の
な
い
よ
う
又
微
妙

に
参
考
と
な
る
記
述
も
あ
る
の
で
要
約

せ
ず
記
す
と
　
『
二
本
の
ス
ク
リ
ユ
ウ
を

五
十
セ
ン
チ
ほ
ど
離
し
て
上
下
に
打
つ
。
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ス
ク
リ
ユ
ウ
の
歯
が
岩
に
触
れ
た
ら
す

ぐ
に
回
転
を
止
め
る
。
下
の
ス
ク
リ
ユ

ウ
を
少
し
巻
き
戻
し
て
カ
ラ
ビ
ナ
の
穴

が
ま
っ
す
ぐ
上
に
く
る
よ
う
に
す
る
。

私
は
い
つ
も
二
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
ル
ー

プ
　
（
注
1
）
　
を
一
端
に
作
っ
た
七
ミ
リ

径
の
細
引
き
　
（
注
2
）
　
（
一
・
五
メ
ー

ト
ル
長
）
　
を
携
行
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
が
、
そ
の
ル
ー
プ
で
上
の
ス
ク
リ
ユ

ウ
に
タ
イ
オ
フ
　
（
注
3
）
　
し
て
や
る
。

そ
し
て
、
細
引
き
を
下
の
ス
ク
リ
ユ
ウ

の
穴
に
ク
リ
ッ
プ
し
た
カ
ラ
ビ
ナ
に
通

し
、
そ
れ
を
再
び
上
方
に
戻
し
て
タ
イ

オ
フ
し
た
ル
ー
プ
に
結
ん
で
や
る
。
こ

う
す
れ
ば
張
力
を
上
下
の
ス
ク
リ
ユ
ウ

に
分
散
で
き
る
。
細
引
き
を
力
い
っ
ぱ

い
引
き
、
タ
イ
オ
フ
し
た
ル
ー
プ
に
ト

ラ
ッ
カ
ー
ズ
・
ヒ
ッ
チ
結
び
を
繰
り
返

し
て
留
め
る
の
た
。
う
ま
く
結
べ
た
証

拠
に
は
、
細
引
き
を
弾
く
と
ダ
ブ
ル
・

ベ
ー
ス
を
奏
で
る
よ
う
な
音
が
出
る
は

ず
。
最
後
に
ス
リ
ン
グ
を
も
う
一
本
使

っ
て
、
下
の
ス
ク
リ
ユ
ウ
に
タ
イ
オ
フ

（
注
4
）
　
し
、
カ
ラ
ビ
ナ
で
リ
ー
ド
ロ
ー

プ
を
通
し
て
や
る
。
』
と
い
う
テ
ク
ニ
ッ

クだ。こ
こ
で
参
加
者
の
中
か
ら
　
「
下
の
ス

ク
リ
ユ
ウ
が
入
っ
て
い
る
氷
が
崩
壊
し

詰
、

＼

＼
－
I
I
／

－

＼

－

－

－

～

＼
～
！
。
〝
“
－
－
－

、
　
　
∵

＼
＼
八
＼

∪

た
ら
リ
ー
ド
ロ
ー
プ
側
の
タ
イ
オ
フ
・

ス
リ
ン
グ
ご
と
は
ず
れ
る
心
配
は
？
」

と
の
質
問
が
出
た
。
現
実
は
ど
う
か
、

講
師
か
ら
各
参
加
者
に
研
究
し
て
み
る

よ
う
促
さ
れ
た
　
（
注
5
）
　
の
だ
が
、
本

稿
作
成
の
為
ジ
ェ
フ
・
ロ
ウ
の
著
述
を

読
み
直
す
と
　
『
テ
ス
ト
で
は
、
直
列
ス

ク
リ
ユ
ウ
は
タ
イ
オ
フ
し
て
力
を
分
散

さ
せ
た
二
本
の
ス
ク
リ
ユ
ウ
の
数
倍
も

の
力
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
た
』
　
と
書

か
れ
て
い
た
。

と
は
い
え
氷
・
天
然
の
状
態
、
さ
ら

に
言
え
ば
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
状
況
に
よ

っ
て
最
適
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
ど
れ
か
は

ク
ラ
イ
マ
ー
自
身
が
自
己
の
責
任
と
判

断
に
お
い
て
決
定
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
　
「
う
ま
い
解
決
策
を
見
出

す
」
　
こ
と
が
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
の
一
つ
の
醍
醐
味
と
も
い
え
る
の
だ

ろう。最
後
に
F
3
上
部
か
ら
懸
垂
下
降
で

降
り
る
時
が
来
た
。
順
番
待
ち
の
合
間

に
パ
ー
ト
ナ
と
な
っ
た
田
島
君
に
　
「
懸

垂
下
降
者
が
動
け
な
く
な
っ
た
な
ど
の

場
合
、
フ
ル
テ
ン
シ
ョ
ン
状
態
の
ロ
ー

プ
を
伝
う
し
か
な
い
時
の
懸
垂
下
降
方

法
を
知
る
や
」
と
訊
い
た
が
筈
は
「
否
」
。

自
己
研
修
の
意
味
で
説
明
は
せ
ず
、
日

本
ア
ル
パ
イ
ン
ガ
イ
ド
協
会
出
版

「
M
O
E
己
a
i
コ
R
の
S
O
u
の
↓
①
争
つ
i
q
u
の
－

C
h
a
p
十
の
書
生
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
薦
め
た
。

（
こ
れ
は
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

全
般
に
有
用
な
方
法
な
の
で
中
・
上
級

の
方
々
に
は
是
非
研
究
さ
れ
る
こ
と
を

望
み
ま
す
。
）

注
1
　
ル
ー
プ
は
ロ
ー
プ
ス
リ
ン
グ
同

様
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
結
び
で
作
る

と
よ
い
。ス

タ
テ
ィ
ッ
ク
ロ
ー
プ
が
良
い

ス
リ
ッ
プ
ノ
ッ
ト
が
使
い
易
い

写
真
を
信
組
に
韻
察
す
る
と
夕

藷
オ
フ
健
霞
謡
ス
曇
り
ユ
薯
が
一
山

遇
嚢
に
よ
早
来
凄
多
妻
蔀
高
ン
ガ

－
鶴
に
滑
る
こ
と
蓬
陳
ぐ
た
め
の
工

菜
だ
ろ
う
か
。

通
電
　
下
欄
ス
リ
ン
グ
を

タ
鷺
を
縫
っ
て
上
の
タ

ス
リ
シ

フ
へ
と

野
望
プ
ず
奮
発
藩
が
肇
李
も

叉
、
ジ
ェ
フ
・
臼
夢
は
　
「
シ

ッ
タ
ア
ブ
ツ
ー
バ
」
を
介
し
て
リ

！
ド
萎
遷
す
こ
と
を
薦
め
て
い
る
。
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